
 

 

７月定例記者会見 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時 令和５年７月４日（火）１１時００分 

■場 所 ２階第１会議室 

 



会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

２ 市長の挨拶 

 

３ 市からの会見資料による情報発信 

 

４ 記者からの市政全般に対する質問 

 

５ 閉会 

 

 

 

 

 

 



定例記者会見資料 

                       
令和５年７月４日 

 

７月 
  

 

１５日（土） 

案 件 名 河川プールを開設します 

問合せ先 

経済部 農林課           ☎85-3566 

経済部 商工振興課         ☎85-3508 
Ｐ２ 

 

１８日（火） 

案 件 名 

男女共同参画セミナー 

「気付いていますか？あなたの周りのハラスメント～

モラルハラスメント・ＤＶ・デートＤＶ～＆護身術」を

開催します 

問合せ先 市民環境部 市民協働推進課     ☎85-3508 Ｐ３ 

 

２２日（土） 

２３日（日） 

案 件 名 「鳥栖山笠」が開催されます 

問合せ先 経済部 商工振興課         ☎85-3605 Ｐ５ 

 

３０日（日） 

案 件 名 「まつり鳥栖２０２３」が開催されます 

問合せ先 経済部 商工振興課         ☎85-3605 Ｐ７ 

 

【申込期間】 

フッペル部門 

7 月 31 日まで 

ジュニア部門 

10 月 13 日まで 

案 件 名 
第２９回フッペル鳥栖ピアノコンクール２０２３ 

参加者を募集します 

問合せ先 スポーツ文化部 文化芸術振興課   ☎85-3645 Ｐ８ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 河川プールを開設します 

日   時 令和５年７月１５日（土）～８月３１日（木） 

場  所 

河内河川プール（河内町）９：３０～１６：００ 

沼川河川プール（立石町）９：３０～１６：００ 

四 阿 屋 遊 泳 場（牛原町）８：３０～１７：００ 

対  象 どなたでも 

内  容 

河川プールは、川の水を利用したひんやりと冷たく、夏

の暑い時期には絶好の避暑地となっています。４年ぶりの

オープンとなりますので、ぜひ、自然の涼を求めてお越し

ください。 

 

■ご協力ください 

・各施設ともペットの同伴、火の使用（たき火、バーベキュー）

は禁止となっております 

・付近の住民や緊急車両の通行の妨げとなりますので路上駐

車はご遠慮ください 

 

■河内河川プール駐車場について 

・満車の際は、コカコーラボトラーズジャパン鳥栖市民の森の

駐車場をご利用ください 

 

■四阿屋遊泳場をご利用の方へ 

・四阿屋周辺の整備工事のため駐車場の一部が使用できませ

ん。ご来場の際は、なるべく公共交通機関をご利用ください 

※路線バスは、西鉄バス【河内線[行先番号 1・2]】、バス停「東

橋」下車がご利用できます 

問合せ先 

経済部 農林課（河内河川プール） ☎８５－３５６６ 

経済部 商工振興課（沼川河川プール、四阿屋遊泳場） 

                 ☎８５－３６０５ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 

男女共同参画セミナー 

「気付いていますか？あなたの周りのハラスメント～モラル

ハラスメント・ＤＶ・デートＤＶ～＆護身術」を開催します 

日   時 令和５年７月１８日（火）１３：３０～ 

場   所 田代まちづくり推進センター 

対   象 関心がある方どなたでも 

内  容 

 日々の生活の中で感じる「これってモラハラ？」などの

モヤモヤや問題をみんなで一緒に考えてみませんか？ 

 今回は、講演の他に、初めての方でも簡単にできる護身

術も教えます。 

 ご興味のある方はどなたでも参加できますので、ぜひ、

ご参加をお待ちしています！ 

 

■講師 【講演】 菖蒲
しょうぶ

 庸子
よ う こ

さん 

（佐賀県 DV 総合対策センター所長） 

    【護身術】梁井
や な い

 俊男
と し お

さん 
（世界空手道連盟 拳栄会館 館長） 

 

■参加費 無料 

 

■定員 ３０名（要予約） 
※電話又は FAX（83-3310）、メール（kyoudou@city.tosu.lg.jp）

で事前に申し込みをお願いします。 

 

■託児 無料（３ヵ月月以上就学前まで） 

※７月１１日（火）までに要申込 

 

■その他 護身術を体験される方は、動きやすい服装で

お越しください。 

問合せ先 市民環境部  市民協働推進課 ☎８５－３５０８ 
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■定員：３０名程度（要予約） 

※定員になり次第締切 

■託児：無料（原則３ヶ月から就学前まで） 

※７月１1 日（火）までに要申込 

■その他：当日は動きやすい服装でお願いします。 

 

ところ 
田代まちづくり推進センター 
鳥栖市田代大官町 1９５８番地 

☎0942-82-2704 

モラルハラスメント・ＤＶ・デートＤＶ 

 

日々の生活の中で感じる「これってモラハラ？」などのモヤモヤ・問題をみんなで一緒に

考えてみませんか？ 

今回は、講演の他に、初めての人でも簡単にできる護身術も教えます。 

ご興味のある方はどなたでも参加できます。ぜひ、ご参加ください！ 

鳥栖市男女共同参画セミナー 

菖蒲
しょうぶ

 庸子
よ う こ

さん（講演） 
佐賀県ＤＶ総合対策センター 所長 

７月１８日（火）１3：3０～ 

    とす男女共同参画市民実行委員会/鳥栖市 
 

お問い合わせ・申込／鳥栖市 市民協働推進課 男女参画国際交流係 〒841-8511 鳥栖市宿町 1118 番地 

Ｔｅｌ 0942-85-3508  Fax 0942-83-3310   E ﾒｰﾙ kyoudou@city.tosu.lg.jp 

 

とき 

【佐賀県ＤＶ総合対策センターとは】 

佐賀県ＤＶ総合対策センターでは、男女間のあらゆる 

暴力の根絶と、被害者への支援及びＤＶ予防教育の推進を 

目指し、ＤＶ被害者支援に関する機関や民間団体、弁護士会、

医師会などとの連携を強化し、被害者支援を円滑に行うとと

もに、中・長期課題についての検討を加え、それぞれの機関・

団体が行う事業を総合調整することを目的に事業を実施し

ています。 

同センターは平成16年4月に佐賀県が設置した機関です。 

 

 

＆ 講師 梁井
や な い

 俊男
と し お

さん（護身術） 
世界空手道連盟 拳栄会館 館長 

主催 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 「鳥栖山笠」が開催されます 

日   時 令和５年７月２２日（土）、２３日（日）１３：００～ 

場  所 

鳥栖八坂神社（出発）１３：００～ 

中央公園（祇園旗廻り）※２３日（土）１３：４０頃 

本通町交差点（総がぶり）※両日１３：３０頃 

対  象 どなたでも 

内  容 

昭和３年に始まった「鳥栖山笠」が開催されます。 

６基の山車
だ し

が掛け声とともに市街地を勢いよく駆け抜 

け、夏本番を告げます。 

 沿道からの声援と「力水」が引き手に勢いを与え、暑さ

を吹き飛ばしますので、たくさんのご声援をお願いしま

す。  

 

■見どころ 

【祇園旗廻り】…日時：23 日（土）13：40 頃 

６基の山車が中央公園広場を一周する時間を競い合う

タイムレース 

 

【総がぶり】…日時：23 日（土）、24 日（日）13：30 頃 

山車を上下に激しく揺らすパフォーマンス 

 

 

問合せ先 
鳥栖山笠奉賛会          ☎８３－３１２１ 

経済部 商工振興課        ☎８５－３６０５ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 「まつり鳥栖２０２３」が開催されます 

日   時 
令和５年７月３０日（日）１２：００～２１：００ 

※歩行者天国は２１：３０まで 

場  所 
中心市街地（フレスポ鳥栖、大正町・東町、中央公園、本

通筋商店街ほか）  

対  象 どなたでも 

内  容 

鳥栖の夏の風物詩である「まつり鳥栖」を『夏・みんな

の架け橋』をテーマに開催されます。 

今回は 50 回目という節目を迎えること、そして 3 年以

上にも及んだコロナ禍を乗り越え、市民の皆さんの心の憂

さを晴らすため、記念事業として花火を打ち上げます。 

これまで多くの市民が携わり、親しまれてきた“まつり

鳥栖”をより多くの方々と記念すべき 50 回を迎えたいと

思いますので、ぜひ、ご来場ください。 

 

■開会式 

 時間：12：00～ 

 場所：フレスポ鳥栖１Ｆウェルカムコート 

 

■今年の見どころ 

・市民パレード…12：30～ 

・各種ステージイベント…中央公園、フレスポ鳥栖 

・総踊り…19：00～ 

・花火打ち上げ…20：00～  

（場所：都市広場  発揚数：約 150 発） 

 

■浴衣の着付け・着直しの無料サービス 

・場所 本通町公民館（15 時～18 時まで） 

問合せ先 
まつり鳥栖実行委員会       ☎８３－８４１５ 

経済部 商工振興課        ☎８５－３６０５ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 
第２９回フッペル鳥栖ピアノコンクール２０２３ 

参加者を募集します 

申込期間 下記のとおり 

対  象 未就学児、小、中、高、大、一般 

内  容 

市が所有する、ドイツ・フッペル社製のピアノの悲話に込め

られた平和への祈りを次世代に伝え、音楽による平和文化創造

を願い、ピアノコンクールを実施します。 

過去には、幼少期に当コンクールで受賞され、その後、国際

コンクールで上位に入賞された方や、ピアニストとして活躍さ

れている方もいらっしゃいます。 

参加者全員に審査員の講評が渡される上、入賞者のうち特に

優秀な方には、来年度市内で開催するオーケストラとの演奏会

において、協奏曲のソリストとしてご出演いただけるという副

賞があります！ 

ぜひ、この機会に参加してみませんか。 

 

■申込期間 

フッペル部門 ７月１０日（月）～７月３１日（月） 

ジュニア部門Ａコース 
９月２５日（月）～１０月１３日（金） 

ジュニア部門Ｂコース 

※部門及びカテゴリーごとに課題曲等が異なります 

 

■開催日程 ※会場はいずれも鳥栖市民文化会館大ホール 

「フッペル部門」 

♪３日間連続で異なる楽曲を演奏する、ハイレベルな部門です 

♪特に優秀な方は、来年度オーケストラとの演奏会に出演 

（１次予選）10 月 7 日（土）、（２次予選）10 月 8 日（日） 

（ 本  選 ）10 月 9 日（月・祝） 

 

「ジュニア部門Ａコース」 

♪未就学児から大人の方まで参加できます 

♪特に優秀な方は、来年度オーケストラとの演奏会に出演 

（大学、一般の部）12 月 9 日（土） 

（未就学児～高校生の部）12 月 10 日（日） 

 

「ジュニア部門Ｂコース」 

♪フッペル部門、ジュニア部門の中で比較的参加しやすいコース 

♪参加者全員に金賞・銀賞・銅賞のいずれかが授与されます 

（全カテゴリー）12 月 9 日（土） 

 

■申込先 
 フッペル鳥栖ピアノコンクール実行委員会事務局 

（鳥栖市宿町８０７－１７ 鳥栖市民文化会館内） 

問合せ先 スポーツ文化部 文化芸術振興課  ☎８５－３６４５ 
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ジ
ュ
ニ
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門
Ｂ
コ
ー
ス

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
込
先
◆

　
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

　
　
〒
84
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00
52
　
佐
賀
県
鳥
栖
市
宿
町
80
7-
17

   
   
   
   
   
   
   
  　
　
 (
鳥
栖
市
民
文
化
会
館
内
)

　
　
　
TE
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09
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  F
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X:
09
42
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36
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E-
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◆
参
加
料
振
込
先（
全
部
門
共
通
）◆
 

　
　
以
下
の
い
ず
れ
か
の
口
座
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
名
義
：
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

   
  　
■
 佐
賀
銀
行
 鳥
栖
支
店
（
普
通
）  
１
８
２
２
８
６
１

　
　
 ■
 西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
 鳥
栖
支
店
（
普
通
）
３
１
２
１
４
４
４

  　
　
　
　
※
参
加
す
る
ご
本
人
の
名
義
で
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

 　
　
　
　
 ※
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

日
　
　
　
　
　
程

申
　
込
　
期
　
限

20
23
年
10
月
13
日
（
金
）
必
着

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

20
23
年
 1
2
月
9
日
（
土
）

１
．
日
程
と
開
催
場
所

開
　
催
　
場
　
所

カ
テ
ゴ
リ
ー

２
．
課
 題
 曲

下
記
指
定
の
中
か
ら
任
意
の
1
曲
を
選
択
（
繰
り
返
し
は
省
略
）

【
　
参
加
料
　
】

未
就
学
児
の
部

・
ギ
ロ
ッ
ク
/
は
じ
め
て
の
ギ
ロ
ッ
ク
（
全
音
楽
譜
出
版
社
）

7,
00
0
円

小
学
1,
2
年
生
の
部

・
ギ
ロ
ッ
ク
/
子
ど
も
の
た
め
の
ア
ル
バ
ム
（
全
音
楽
譜
出
版
社
）

8,
00
0
円

小
学
3,
4
年
生
の
部

・
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ー
ラ
ー
/「
25
の
練
習
曲
」（
音
楽
之
友
社
、
ウ
ィ
ー
ン
原
典
版
）
よ
り
任
意
の
1
曲

・「
ロ
マ
ン
派
の
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
及
び
5」
（
ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
よ
り
任
意
の
1
曲

8,
00
0
円

高
校
生
の
部

・
シ
ョ
パ
ン
/
ワ
ル
ツ
よ
り
任
意
の
1
曲
（
小
犬
を
除
く
）

・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
/
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
よ
り
任
意
の
1
曲
中
の
一
つ
の
楽
章
（
緩
徐
楽
章
を
除
く
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
シ
ョ
パ
ン
/
即
興
曲
よ
り
任
意
の
1
曲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
,0
00
円

・
自
由
曲
（
審
査
時
間
10
分
以
内
）

大
学
,一
般
の
部

13
,0
00
円

中
学
生
の
部

・
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ー
ラ
ー
/「
18
の
練
習
曲
」（
全
音
楽
譜
出
版
社
）
よ
り
任
意
の
1
曲

・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
/「
無
言
歌
集
」
(全
音
楽
譜
出
版
社
)よ
り
任
意
の
1
曲

10
,0
00
円

小
学
5,
6
年
生
の
部

・
平
吉
毅
州
/「
虹
の
リ
ズ
ム
」
よ
り
任
意
の
1
曲

・「
ロ
シ
ア
ピ
ア
ノ
ア
ル
バ
ム
」（
全
音
楽
譜
出
版
社
）
よ
り
任
意
の
1
曲

9,
00
0
円

（
1）
す
べ
て
暗
譜
で
演
奏
す
る
こ
と
。
（
2）
審
査
時
間
を
超
え
た
場
合
な
ど
、
進
行
の
都
合
上
演
奏
を
止
め
る
こ
と
が
あ
る
（
採
点
に
は
影
響
し

な
い
）
。
（
3）
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
省
略
す
る
こ
と
（
指
定
し
た
楽
譜
で
繰
り
返
し
記
号
を
確
認
し
て
省
略
す
る
こ
と
。
高
校
生
の
部
は
楽
譜

の
指
定
は
な
い
）。
（
4）
大
学
、
一
般
の
部
の
自
由
曲
は
、
組
曲
・
変
奏
曲
の
み
抜
粋
も
可（
演
奏
部
分
を
明
記
す
る
こ
と
）。
そ
れ
以
外
の
省
略
は

失
格
と
す
る
。
（
5）
審
査
に
関
し
て
の
問
い
合
わ
せ
は
受
け
付
け
な
い
（
審
査
の
内
容
に
関
し
て
は
一
切
公
表
し
な
い
）
。

３
．
審
 査
 員
　
　
　

　
　
　
審
査
員
長
 　
阪
本
 幹
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
宮
崎
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
楠
本
 隆
一
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
長
野
 俊
樹
（
音
楽
学
者
、
福
岡
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
野
沢
 聡
美
　（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
九
州
女
子
大
学
、
久
留
米
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
吉
田
 あ
か
ね
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
福
岡
女
子
短
期
大
学
准
教
授
）

４
．
賞
 な
 ど
　

　
　
　
参
加
者
全
員
に
、
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
の
い
ず
れ
か
の
賞
（
賞
状
）
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
 ※
金
賞
受
賞
者
に
は
、
20
24
年
3
月
20
日
（
水
・
祝
）（
予
定
）
の
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ート
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
  ※
参
加
者
全
員
に
審
査
員
講
評
を
お
渡
し
し
ま
す
。

５
．
参
加
申
込
　

　
　（
１
）
参
加
資
格
　
制
限
な
し

　
　（
２
）
参
 加
 料
   
上
記
　
※
参
加
者
名
義
で
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。（
振
込
先
は
下
記
に
記
載
）

　
   （
３
）
申
込
期
間
　
20
23
年
９
月
25
日
（
月
）
～
20
23
年
10
月
13
日
（
金
） 
※
必
着

　
   （
４
）
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、写
真（
縦
4.
5c
m
×
横
3.
5c
m
程
度
）を
貼
り
付
け
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

   
   （
５
）
そ
 の
 他
　
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
11
月
中
旬
に
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

◆
鳥
栖
市
民
文
化
会
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
◆

＊
Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
か
ら
…
徒
歩
約
20
分
、
西
鉄
バ
ス（
1,
2,
6,
10
,4
1,
43
番
）　「
西
鉄
鳥
栖
」下
車
徒
歩
5
分
/（
3,
5
番
）「
文
化
会
館
前
」下
車
徒
歩
1
分

＊
九
州
新
幹
線
・Ｊ
Ｒ
新
鳥
栖
駅
か
ら
…
徒
歩
約
25
分
、
西
鉄
バ
ス
（
3,
5
番
）「
文
化
会
館
前
」
下
車
徒
歩
1
分

　
※
福
岡
空
港
 ⇔
 Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
≪
50
分
程
度
≫
　
　
※
博
多
駅
 ⇔
 Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
≪
30
～
45
分
程
度
≫
　

第
２
9回
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
２０
23

第
２
9回
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
２０
23

実
施
要
項

公
益
財
団
法
人

公
益
財
団
法
人
二
又
教
育
文
化
振
興
奨
学
会

二
又
教
育
文
化
振
興
奨
学
会
Pr
es
en
ts

Pr
es
en
ts

公
益
財
団
法
人
二
又
教
育
文
化
振
興
奨
学
会
pr
es
en
ts

フ
ッ
ペ
ル
部
門

ジ
ュ
ニ
ア
部
門

20
23
. 10
.7（
Sa
t）
, 8（
Su
n）
, 9（
M
on
）

20
23
. 12
.9
（
Sa
t）

20
23
. 12
.10
（
Su
n）

20
23
. 12
.9
（
Sa
t）

Ａ
コ
ー
ス

Ｂ
コ
ー
ス

鳥
栖
市
に
は
、
ド
イ
ツ
・
フ
ッ
ペ
ル
社
製
の
古
い
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
す
。
第
２
次
世
界
大
戦
終
結
間
近
、
２
人
の
特
攻
隊
員
が
鳥
栖
小
学
校
を
訪
れ
、

同
校
に
あ
っ
た
こ
の
ピ
ア
ノ
で
、
こ
の
世
の
名
残
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
月
光
」
を
奏
で
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
こ
の
悲
話
に
込
め
ら
れ
た
平
和
へ
の
祈
り
を
次
世
代
に
伝
え
、
音
楽
に
よ
る
平
和
文
化
創
造
を
願
っ
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

主
　
　
　
催
：
鳥
栖
市
、
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
、
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

特
別
協
賛
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
　
　
　
援
：
佐
賀
県
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
、
福
岡
県
、
福
岡
県
教
育
委
員
会

特
別
協
力
：
鳥
栖
市
文
化
事
業
協
会
　
　
  協
力
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
M
us
ic
N
et
w
or
k 
す
み
れ
会

大
学
、
一
般
の
部

未
就
学
児
～
高
校
生
の
部

9



フ
ッ
ペ
ル
部
門

　
　【
第
１
次
予
選
】　

　
　
　
次
の
〈
1〉
と
〈
2〉
を
演
奏
す
る
。（
〈
1〉
→〈
2〉
の
順
で
演
奏
す
る
こ
と
）

　
　
　〈
1〉
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
作
曲
　
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
 第
Ⅰ
巻
、
第
Ⅱ
巻
か
ら
1
曲
（
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
フ
ー
ガ
）

　
　
　〈
2〉
自
由
曲
（
複
数
曲
可
）（
演
奏
時
間
は
〈
1〉
と
〈
2〉
を
合
わ
せ
て
10
分
以
内
。
自
由
曲
の
曲
順
は
自
由
と
す
る
）

　
　【
第
２
次
予
選
】　

　
　
　
次
の
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
か
ら
１
曲
（
全
楽
章
）
を
演
奏
す
る
。

　
　
　
◆
ハ
イ
ド
ン

　
　
　
　
①
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ハ
短
調
 H
ob
.X
V
I/
20

　
　
　
　
②
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 変
イ
長
調
H
ob
.X
V
I/
46

　
　
　
　
③
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ハ
長
調
H
ob
.X
V
I/
50
（
第
3
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
④
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 変
ホ
長
調
H
ob
.X
V
I/
52

　
　
　
◆
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
　
　
　
⑤
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
短
調
 K
.3
10
(K
.3
00
d）
（
第
3
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
⑥
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ニ
長
調
 K
.3
11
(K
.2
84
c）

　
　
　
　
⑦
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 変
ロ
長
調
 K
.3
33
(K
.3
15
c）

　
　
　
　
⑧
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ハ
短
調
 Ｋ
.4
57

　
　
　
　
⑨
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ニ
長
調
 Ｋ
.5
76
（
第
1
楽
章
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
◆
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
　
　
　
⑩
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
8
番
 ハ
短
調
「
悲
愴
」 
op
.1
3

　
　
　
　
⑪
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
12
番
 変
イ
長
調
「
葬
送
行
進
曲
付
き
」 
op
.2
6（
第
2
楽
章
の
ト
リ
オ
、第
3
楽
章
、第
4
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
⑫
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
13
番
 変
ホ
長
調
「
幻
想
風
ソ
ナ
タ
」 
op
.2
7-
1（
全
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
⑬
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
14
番
 嬰
ハ
短
調
「
幻
想
風
ソ
ナ
タ
」 
op
.2
7-
2 
≪
月
光
≫（
第
2
楽
章
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
） 　

　
　
　
　
⑭
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
17
番
 ニ
短
調
op
.3
1-
2《
テ
ン
ペ
ス
ト
》

　
　
　
　
⑮
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
26
番
 変
ホ
長
調
「
告
別
」 
op
.8
1a

　
　
　
◆
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

　
　
　
　
⑯
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
短
調
 Ｄ
.5
37

　
　
　
　
⑰
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
長
調
 Ｄ
.6
64

　
　
　
　
⑱
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
短
調
 Ｄ
.7
84

　
　【
　
本
　
選
　
】

　
　
　
自
由
曲
（
演
奏
時
間
は
20
～
30
分
程
度
）

日
　
　
　
　
　
程

申
　
込
　
期
　
限

参
　
加
　
料

【
第
１
次
予
選
】　
20
23
年
10
月
7
日
（
土
）

20
23
年
7
月
31
日
（
月
）
必
着
26
,0
00
円

15
,0
00
円

【
第
２
次
予
選
】　
20
23
年
10
月
8
日
（
日
）

【
　
本
　
選
　
】 
  2
02
3
年
10
月
9
日
（
月
・
祝
）

開
　
催
　
場
　
所

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

１
．
日
程
と
開
催
場
所

３
．
審
 査
 員
　
　
　

　
　
　
審
査
員
長
　
　
植
田
 克
己
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授
、上
野
学
園
特
任
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
奥
田
 佳
道
（
音
楽
評
論
家
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
中
井
 恒
仁
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
桐
朋
学
園
大
学
教
授
、
学
部
長
、
名
古
屋
音
楽
大
学
客
員
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
永
野
 栄
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
音
楽
教
室
主
宰
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
丸
山
 耕
路
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大
阪
音
楽
大
学
講
師
）

４
．
賞
 な
 ど
　

　
　
　
第
１
位
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
50
万
円
／
第
２
位
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
30
万
円
／
第
３
位
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
15
万
円

　
　
　
月
光
賞
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
 1
0
万
円
  ※
第
２
次
予
選
で
ソ
ナ
タ
≪
月
光
≫
を
演
奏
し
た
中
で
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
入
　
選
 ：
賞
状
・
賞
金
 5
万
円
　

　
　
　
 ※
入
賞
者
の
う
ち
特
に
優
秀
な
人
に
は
、
20
24
年
度
に
鳥
栖
市
で
開
催
し
ま
す
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
演
奏
会（
詳
細
未
定
）に
お
い
て
、

　
　
　
 　
協
奏
曲
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
そ
の
際
の
演
奏
曲
に
つ
い
て
は
事
務
局
が
指
定
し
ま
す
。

　
　
　
 ※
前
項
以
外
の
入
賞
者
に
は
、
20
24
年
3
月
20
日
（
水
・
祝
）（
予
定
）
の
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
 ※
参
加
者
全
員
に
審
査
員
講
評
を
お
渡
し
し
ま
す
。

５
．
参
加
申
込
　

　
　
　（
１
）
参
加
資
格
　
制
限
な
し

　
　
　（
２
）
参
 加
 料
　【
第
１
次
予
選
】　
26
,0
00
円
　
※
参
加
者
名
義
で
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。（
振
込
先
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 【
第
２
次
予
選
】　
15
,0
00
円
　
※
第
１
次
予
選
通
過
時
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　（
３
）
申
込
期
間
　
20
23
年
7
月
10
日
（
月
）
～
20
23
年
7
月
31
日
（
月
）　
※
必
着

　
　
　（
４
）
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
（
縦
4.
5c
m
×
横
3.
5c
m
程
度
）
を
貼
り
付
け
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　（
５
）
そ
 の
 他
　
①
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
8
月
下
旬
頃
に
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ②
期
間
中
は
文
化
会
館
内
に
3
部
屋
練
習
室
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

２
．
課
 題
 曲

※
月
光
賞
の
対
象

(1
)す
べ
て
暗
譜
で
演
奏
す
る
こ
と
。
(2
)進
行
の
都
合
上
、
演
奏
を
止
め
る
こ
と
が
あ
る
（
採
点
に
は
影
響
し
な
い
）。
(3
)注
意
書
き

以
外
の
繰
り
返
し
は
自
由
。
(4
)本
選
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
予
選
、
第
２
次
予
選
で
選
曲
し
た
も
の
を
除
く
。
複
数
曲
で
も
よ
い（
曲

順
は
自
由
）。
出
版
さ
れ
て
い
る
曲
に
限
る
。
楽
譜
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

注
意
事
項
（
各
部
門
共
通
）

(1
) コ
ン
ク
ー
ル
参
加
の
た
め
に
入
国
査
証
が
必
要
な
場
合
に
は
、
参
加
者
本
人
の
責
任
で
入
国
査
証
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
査
証
取
得
の
た
め
招
聘

　
  状
等
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
運
営
事
務
局
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

(2
) コ
ン
ク
ー
ル
参
加
時
の
参
加
者
自
身
の
健
康
、
傷
害
に
関
す
る
保
険
及
び
手
荷
物
、
そ
の
他
の
所
持
物
に
関
す
る
事
故
、
火
災
、
盗
難
、
破
損
に
関
す
る
保

   
  険
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
本
人
自
身
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

(3
) 本
コ
ン
ク
ー
ル
で
行
わ
れ
る
全
て
の
演
奏
及
び
式
典
、
審
査
、
関
連
催
事
に
関
し
、
出
場
者
が
有
す
る
放
送
権
、
上
演
権
、
録
音
権
、
録
画
権
、
出
版
権
、

   
  肖
像
権
等
の
諸
権
利
は
、
主
催
者
で
あ
る
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。

(4
) こ
の
実
施
要
項
に
関
し
て
発
生
す
る
問
題
は
、
本
要
項
に
基
づ
き
、
か
つ
日
本
の
法
律
に
準
拠
し
て
解
決
さ
れ
ま
す
。

(5
)参
加
申
込
後
の
辞
退
に
よ
る
参
加
料
は
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。 

３
．
審
 査
 員
　
　
　

　
　
　
審
査
員
長
 　
阪
本
 幹
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
宮
崎
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
楠
本
 隆
一
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
長
野
 俊
樹
（
音
楽
学
者
、
福
岡
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
野
沢
 聡
美
　（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
九
州
女
子
大
学
、
久
留
米
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
吉
田
 あ
か
ね
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
福
岡
女
子
短
期
大
学
准
教
授
）

４
．
賞
 な
 ど
　

　
　
　
第
１
位
、
第
２
位
、
第
３
位
 ：
賞
状
・
盾
　
　
　
入
　
選
 ：
賞
状
　

　
　
　
※
入
賞
者
の
う
ち
特
に
優
秀
な
人
に
は
、2
02
4年
度
に
鳥
栖
市
で
開
催
し
ま
す
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
演
奏
会（
詳
細
未
定
）に
お
い
て
、

　
　
　
協
奏
曲
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、そ
の
際
の
演
奏
曲
に
つ
い
て
は
事
務
局
が
指
定
し
ま
す
。

　
　
　
※
前
項
以
外
の
入
賞
者
に
は
、
20
24
年
3月
20
日
（
水
・
祝
）
（
予
定
）
の
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
※
参
加
者
全
員
に
審
査
員
講
評
を
お
渡
し
し
ま
す
。

５
．
参
加
申
込
　

　
　（
１
）
参
加
資
格
　
制
限
な
し

　
　（
２
）
参
 加
 料
 　
上
記
　
※
参
加
者
名
義
で
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　
   （
３
）
申
込
期
間
　
20
23
年
９
月
25
日
（
月
）
～
20
23
年
10
月
13
日
（
金
） 
※
必
着

　
   （
４
）
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、写
真（
縦
4.
5c
m
×
横
3.
5c
m
程
度
）を
貼
り
付
け
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

   
   （
５
）
そ
 の
 他
　
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
11
月
中
旬
に
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

（
1）
す
べ
て
暗
譜
で
演
奏
す
る
こ
と
。
（
2）
審
査
時
間
を
超
え
た
場
合
な
ど
、進
行
の
都
合
上
演
奏
を
止
め
る
こ
と
が
あ
る（
採
点
に
は
影
響
し
な
い
）。

（
3）
自
由
曲
に
つ
い
て
は
、
複
数
曲
で
も
よ
い
（
曲
順
は
自
由
）
。
（
4）
自
由
曲
は
、
組
曲
・
変
奏
曲
の
み
抜
粋
も
可（
演
奏
部
分
を
明
記
す
る
こ

  と
。
そ
れ
以
外
の
省
略
は
失
格
と
す
る
）。
（
5）
課
題
曲
演
奏
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
は
失
格
と
す
る
。自
由
曲
の
繰
り
返
し
は
自
由
。
（
6）
審
査

  に
関
し
て
の
問
い
合
わ
せ
は
受
け
付
け
な
い
（
審
査
の
内
容
に
関
し
て
は
一
切
公
表
し
な
い
）
。

１
．
日
程
と
開
催
場
所

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
Ａ
コ
ー
ス

カ
テ
ゴ
リ
ー

２
．
課
 題
 曲

下
記
の
課
題
曲
と
自
由
曲
を
演
奏
す
る
こ
と

　
課
題
曲

下
記
指
定
の
中
か
ら
任
意
の
1
曲
を
選
択
（
繰
り
返
し
は
省
略
）

課
題
曲
+
自
由
曲

参
加
料

審
査
時
間

未
就
学
児
の
部

・
楽
し
い
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
（
ヤ
マ
ハ
出
版
）
1
巻

・
M
iy
os
hi
ピ
ア
ノ・
メ
ソ
ー
ド（
カ
ワ
イ
出
版
）
2
巻
又
は
3巻
（
連
弾
曲
は
除
く
）

11
,0
00
円

4
分
以
内

小
学
1,
2
年
生
の
部

・
楽
し
い
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
（
ヤ
マ
ハ
出
版
）
1
～
2
巻

・
M
iy
os
hi
ピ
ア
ノ
・
メ
ソ
ー
ド（
カ
ワ
イ
出
版
）
3
巻（
連
弾
曲
は
除
く
）

12
,0
00
円

5
分
以
内

小
学
3,
4
年
生
の
部

・
プ
レ
・
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
（
全
音
楽
譜
出
版
社
）

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/2
声
の
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン

13
,0
00
円

6
分
以
内

高
校
生
の
部

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
　
第
Ⅰ
巻
、第
Ⅱ
巻
よ
り
フ
ー
ガ

18
,0
00
円

11
分
以
内

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
　
第
Ⅰ
巻
、
第
Ⅱ
巻
よ
り

  任
意
の
1
曲
（
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
及
び
フ
ー
ガ
）

大
学
,一
般
の
部

19
,0
00
円

13
分
以
内

中
学
生
の
部

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/3
声
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/
フ
ラ
ン
ス
組
曲
よ
り
任
意
の
ア
ル
マ
ン
ド
又
は
ジ
ー
グ

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
　
第
Ⅰ
巻
、第
Ⅱ
巻
よ
り
フ
ー
ガ

17
,0
00
円

10
分
以
内

小
学
5,
6
年
生
の
部

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/2
声
の
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/3
声
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/
フ
ラ
ン
ス
組
曲
よ
り
任
意
の
ア
ル
マ
ン
ド

15
,0
00
円

８
分
以
内

※
第
29
回
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
A
コ
ー
ス
は
本
選
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

日
　
　
　
　
　
程

申
　
込
　
期
　
限

20
23
年
10
月
13
日
（
金
）
必
着

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

20
23
年
12
月
9
日（
土
）（
大
学
、
一
般
の
部
）

　
　
　
　
12
月
10
日（
日
）（
未
就
学
児
～
高
校
生
の
部
）

開
　
催
　
場
　
所

10




